
重近啓樹先生の略歴・業績

言語: jpn

出版者: 

公開日: 2013-03-11

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 戸部, 健

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

https://doi.org/10.14945/00007057URL



一

重
近
啓
樹
先
生
の
略
歴
・
業
績

戸
　
部
　
　
　
健

略
歴一

九
五
一
年

　
一
月	

岡
山
県
に
生
ま
れ
る
。

一
九
七
三
年

　
三
月	

明
治
大
学
文
学
部
史
学
地
理
学
科
卒
業
。

一
九
七
五
年

　
三
月	

明
治
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
史
学
専
攻
修
士
課
程
修
了
。

一
九
七
八
年

　
四
月	

東
京
都
立
調
布
北
高
等
学
校
非
常
勤
講
師
（
一
九
八
三
年
三
月
ま
で
）、
東
京
都
立
日
野
高
等
学
校
非
常
勤
講
師

（
一
九
八
〇
年
三
月
ま
で
）

一
九
七
九
年

　
四
月	

東
京
都
立
石
神
井
高
等
学
校
非
常
勤
講
師
（
一
九
八
一
年
三
月
ま
で
）

一
九
七
九
年

　
九
月	

東
京
都
立
井
草
高
等
学
校
非
常
勤
講
師
（
一
九
八
〇
年
八
月
ま
で
）

一
九
八
〇
年

　
一
月	

東
京
都
立
国
分
寺
高
等
学
校
非
常
勤
講
師
（
同
年
三
月
ま
で
）

四
月	

東
京
都
立
東
久
留
米
西
高
等
学
校
非
常
勤
講
師
（
一
九
八
三
年
三
月
ま
で
）



二

一
九
八
一
年

　
三
月	

明
治
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
史
学
専
攻
博
士
課
程
単
位
取
得
退
学
。

四
月	

埼
玉
大
学
教
養
学
部
非
常
勤
講
師
（
一
九
八
二
年
三
月
ま
で
）

一
九
八
二
年

　
四
月	

明
治
大
学
文
学
部
非
常
勤
講
師
（
一
九
八
五
年
三
月
ま
で
）、
東
京
都
立
久
留
米
高
等
学
校
非
常
勤
講
師
（
一
九
八
四

年
三
月
ま
で
）

一
九
八
三
年

　
四
月	
東
京
学
芸
大
学
教
育
学
部
非
常
勤
講
師
（
一
九
八
五
年
三
月
ま
で
）、
東
京
都
立
国
分
寺
高
等
学
校
非
常
勤
講
師

（
一
九
八
五
年
三
月
ま
で
）

一
九
八
四
年

　
四
月	

日
本
学
術
振
興
会
奨
励
研
究
員
（
明
治
大
学
文
学
部
に
て
、
一
九
八
五
年
三
月
ま
で
）

一
九
八
五
年

　
四
月	

静
岡
大
学
人
文
学
部
専
任
講
師
。

一
九
八
七
年

　
四
月	

同
人
文
学
部
助
教
授
。

一
九
九
五
年

　
三
月	

博
士
（
史
学
：
明
治
大
学
）
を
取
得
。

一
九
九
六
年

　
四
月	

同
人
文
学
部
教
授
。
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
教
科
専
門
委
員
会
委
員
。

一
九
九
七
年

　
四
月	

大
学
院
人
文
社
会
科
学
研
究
科
担
当
と
な
る
。

一
九
九
八
年

　
四
月	

人
文
学
部
国
際
交
流
委
員
長
（
二
〇
〇
〇
年
三
月
ま
で
）。

六
月	

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
問
題
等
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
委
員
会
委
員
。

二
〇
〇
〇
年

　
四
月	

人
文
学
部
教
務
委
員
長
。

二
〇
〇
一
年

　
四
月	

人
文
学
部
社
会
学
科
長
。

二
〇
一
一
年

　
四
月	

人
文
学
部
国
際
交
流
委
員
長
。

二
〇
一
一
年
一
一
月	

病
気
の
た
め
死
去
、
享
年
六
〇
歳
。



三

研
究
業
績

【
著
書
】

一
、	『
秦
漢
税
役
体
系
の
研
究
』（
汲
古
書
院
、
一
九
九
九
年
二
月
）、
三
三
七
頁
。

【
分
担
執
筆
】

一
、	

栗
原
益
男
先
生
古
稀
記
念
論
集
編
集
委
員
会
編
『
中
国
古
代
の
法
と
社
会
―
栗
原
益
男
先
生
古
稀
記
念
論
集
―
』（
汲
古
書
院
、
一
九
八
八

年
七
月
）、「
秦
漢
の
公
田
に
つ
い
て
」
二
一
～
四
三
頁
。

二
、	「
中
国
古
代
の
国
家
と
民
衆
」
編
集
委
員
会
編
『
中
国
古
代
の
国
家
と
民
衆
―
堀
敏
一
先
生
古
稀
記
念
―
』（
汲
古
書
院
、
一
九
九
五
年
三

月
）、「
秦
の
内
史
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」
七
一
～
九
二
頁
。

三
、	

樺
山
紘
一
ほ
か
編
『
岩
波
講
座
世
界
歴
史

　
五
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
八
年
九
月
）、「
秦
漢
帝
国
と
豪
族
」
一
六
九
～
一
九
五
頁
。

四
、	

殷
周
秦
漢
時
代
史
の
基
本
問
題
編
集
委
員
会
編
『
殷
周
秦
漢
時
代
史
の
基
本
問
題
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
一
年
六
月
）、「
秦
漢
の
兵
制
を

め
ぐ
る
諸
問
題
」
三
〇
五
～
三
三
二
頁
。

【
論
文
】

一
、	「
中
国
古
代
の
山
川
藪
沢
」（『
駿
台
史
学
』
第
三
八
号
、
一
九
七
六
年
三
月
）、
六
七
～
九
九
頁
。

二
、	「
前
漢
の
国
家
と
地
方
政
治
―
宣
帝
期
を
中
心
と
し
て
―
」（『
駿
台
史
学
』
第
四
四
号
、
一
九
七
八
年
七
月
）、
七
六
～
一
〇
五
頁
。

三
、	「
秦
漢
の
国
家
と
農
民
」（
歴
史
学
研
究
会
編
『
歴
史
学
研
究
別
冊
特
集

　
世
界
史
に
お
け
る
地
域
と
民
衆
―
一
九
七
九
年
歴
史
学
研
究
会

大
会
報
告
―
』、
一
九
七
九
年
一
〇
月
）、
四
〇
～
五
一
頁



四

四
、	「
秦
漢
に
お
け
る
賦
制
の
展
開
」（『
東
洋
学
報
』
第
六
五
巻
第
一
・
二
号
、
一
九
八
四
年
一
月
）、
六
三
～
八
九
頁
。

五
、	「
秦
漢
の
兵
制
に
つ
い
て
―
地
方
軍
を
中
心
と
し
て
―
」（『
人
文
論
集
』
第
三
六
号
、
一
九
八
六
年
一
月
）、
三
一
～
七
〇
頁
。

六
、	「
漢
代
の
復
除
に
つ
い
て
」（『
東
方
学
』
第
七
三
輯
、
一
九
八
七
年
一
月
）、
三
四
～
四
八
頁
。

七
、	「
漢
代
の
仮
作
に
つ
い
て
―
そ
の
歴
史
的
特
質
に
つ
い
て
の
一
試
論
―
」（『
新
し
い
歴
史
学
の
た
め
に
』
第
一
九
五
頁
、
一
九
八
九
年
五

月
）、
一
～
一
二
頁
。

八
、	「
秦
漢
の
商
人
と
そ
の
負
担
」（『
駿
台
史
学
』
第
七
八
号
、
一
九
九
〇
年
二
月
）、
二
七
～
五
九
頁
。

九
、	「
秦
漢
に
お
け
る
傜
役
の
諸
形
態
」（『
東
洋
史
研
究
』
第
四
九
巻
第
三
号
、
一
九
九
〇
年
一
二
月
）、
一
～
三
五
頁
。

十
、	「
均
輸
法
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」（『
日
本
秦
漢
史
学
会
会
報
』
第
六
号
、
二
〇
〇
五
年
一
一
月
）、
九
三
～
一
一
六
頁
。

【
研
究
ノ
ー
ト
】

一
、	「
秦
漢
の
郷
里
制
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」（『
歴
史
評
論
』
第
四
〇
三
号
、
一
九
八
三
年
一
一
月
）、
一
一
〇
～
一
二
〇
頁
。

二
、	「
関
於
秦
漢
傜
役
制
度
的
幾
個
問
題
」（『
秦
漢
史
論
叢
』
第
四
輯
、
一
九
八
九
年
四
月
）、
二
三
一
～
二
三
八
頁
。

三
、	「
中
国
古
代
の
「
孝
」
を
め
ぐ
る
諸
問
題
―
秦
・
漢
時
代
を
中
心
に
―
」（『
文
化
と
哲
学
』
第
二
二
号
、
二
〇
〇
五
年
一
一
月
）、
五
一
～

五
九
頁
。

四
、	Som

e	Q
uestions	Concerning	“Filial	Piety”	in	Ancient	China:	W

ith	a	Focus	on	the	Q
in	and	H

an	Periods

（
平
成
一
五
―
一
七

年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
（
Ｂ
）（
2
））
研
究
成
果
報
告
書
『
生
命
ケ
ア
の
比
較
文
化
論
的
研
究
と
そ
の
成
果
に
基
づ
く
情

報
の
集
積
と
発
信
』、
二
〇
〇
六
年
）、
一
二
四
～
一
二
七
頁
（
日
本
語
版
「
中
国
古
代
の
高
齢
者
を
め
ぐ
る
諸
問
題
―
秦
・
漢
時
代
を
中

心
に
―
」
は
同
書
一
二
八
～
一
三
一
頁
に
収
録
）。（
＊
）



五

五
、	「
堀
敏
一
先
生
の
中
国
古
代
土
地
所
有
制
研
究
を
め
ぐ
っ
て
」（『
明
大
ア
ジ
ア
史
論
集
』
一
二
号
、
二
〇
〇
八
年
九
月
）、
二
一
～
二
五
頁
。

（
＊
）

【
そ
の
他
】

〔
学
会
動
向
〕

一
、	「
一
九
八
〇
年
の
歴
史
学
界
―
回
顧
と
展
望

　
戦
国
・
秦
漢
―
」（『
史
学
雑
誌
』
第
九
〇
編
第
五
号
、
一
九
八
一
年
五
月
）、
二
三
三
～

二
四
〇
頁
。

二
、	「
一
九
九
四
年
の
歴
史
学
界
―
回
顧
と
展
望

　
戦
国
・
秦
漢
―
」（『
史
学
雑
誌
』
第
一
〇
四
編
第
五
号
、
一
九
九
五
年
五
月
）、
二
〇
六
～

二
一
二
頁
。

三
、	「
近
年
に
お
け
る
秦
漢
経
済
史
研
究
の
成
果
と
課
題
」（『
ア
ジ
ア
研
究
』〔
静
岡
大
学
人
文
学
部
「
ア
ジ
ア
研
究
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〕
第
四

号
、
二
〇
〇
九
年
三
月
）、
三
七
～
五
二
頁
。（
＊
）

〔
史
料
・
文
献
紹
介
〕

一
、	「
楊
寛
著
、
西
嶋
定
生
監
訳
、
尾
形
勇
・
太
田
有
子
共
訳
『
中
国
皇
帝
陵
の
起
源
と
変
遷
』」（『
歴
史
学
研
究
』
第
五
一
八
号
、
一
九
八
三

年
七
月
）、
五
四
頁
。

二
、	「
堀
敏
一
『
東
ア
ジ
ア
世
界
の
歴
史
』
解
説
」（
堀
敏
一
『
東
ア
ジ
ア
世
界
の
歴
史
』
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
〇
八
年
九
月
）、
三
四
九
～

三
五
六
頁
。

三
、	「『
張
家
山
漢
墓
竹
簡
〔
二
四
七
號
墓
〕』
の
刊
行
に
よ
せ
て
」（『
日
本
秦
漢
史
学
会
会
報
』
第
三
号
、
二
〇
〇
二
年
一
〇
月
）、
一
三
二
～



六

一
三
六
頁
。

〔
書
評
〕

一
、	「
渡
辺
信
一
郎
『
中
国
古
代
社
会
論
』」（『
歴
史
学
研
究
』
第
五
七
七
号
、
一
九
八
八
年
二
月
）、
四
四
～
五
一
頁
。

二
、	「
山
田
勝
芳
『
秦
漢
財
政
収
入
の
研
究
』」（『
東
洋
史
研
究
』
第
五
四
巻
第
三
号
、
一
九
九
五
年
一
二
月
）、
一
四
九
～
一
五
九
頁
。

三
、	「
池
田
雄
一
『
中
国
古
代
の
聚
落
と
地
方
行
政
』（『
唐
代
史
研
究
』
第
六
号
、
二
〇
〇
三
年
八
月
）、
一
五
八
～
一
六
四
頁
。

〔
研
究
発
表
〕

一
、	「
秦
漢
帝
国
成
立
期
の
二
、三
の
問
題
」（『
唐
代
史
研
究
会
会
報
』
第
六
号
、
一
九
九
三
年
四
月
）、
二
～
五
頁
。

〔
共
同
執
筆
〕

一
、	「
漢
代
の
兵
制
」（『
歴
史
群
像
シ
リ
ー
ズ
三
三

　
項
羽
と
劉
邦
』
下
巻
、
学
習
研
究
社
、
一
九
九
三
年
五
月
）、
一
一
四
～
一
一
六
頁
。

二
、	「
兵
制
の
変
遷
」（『
歴
史
群
像
シ
リ
ー
ズ
七
八

　
争
覇
春
秋
戦
国
』
学
習
研
究
社
、
二
〇
〇
五
年
七
月
）、
一
五
二
～
一
五
五
頁
。

三
、	（
竹
浪
隆
良
氏
と
共
著
）「
堀
敏
一
『
中
国
古
代
の
家
と
集
落
』（『
駿
台
史
学
』
第
一
〇
六
号
、
一
九
九
九
年
三
月
）、
四
七
～
五
一
頁
。

四
、	（
古
川
勲
氏
と
共
著
）「
中
国
古
代
の
経
済
と
通
貨
―
前
漢
前
期
を
中
心
に
し
て
―
」（『
ア
ジ
ア
研
究
』〔
静
岡
大
学
人
文
学
部
「
ア
ジ
ア
研

究
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〕
第
五
号
、
二
〇
一
〇
年
三
月
）、
六
七
～
七
九
頁
。（
＊
）

（
註
）	

重
近
啓
樹
先
生
は
、
自
ら
の
研
究
業
績
を
分
類
し
て
纏
め
た
手
書
き
の
一
覧
表
を
生
前
に
遺
し
て
お
ら
れ
た
。
本
稿
の
う
ち
、
業
績
に



七

関
す
る
記
述
は
主
に
そ
れ
に
拠
っ
て
い
る
。
た
だ
、
そ
こ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
は
二
〇
〇
八
年
九
月
ま
で
の
業
績
で
あ
る
た
め
、
以

降
に
発
表
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
戸
部
が
新
た
に
書
き
加
え
た
（（
＊
）
を
付
し
て
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
）。


